
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

 ２０１７年１２月２４日             NO,５５１ 

 

   白沢用水 

 白沢用水は、沼田万鬼斎 

顕泰が蔵内城（沼田城）の 

築城にあたり開削した用水 

で、享禄３年（１５３０） 

４月に工事が開始されたと 

いわれています。 

工事奉行には、塩野井主水と長谷川主計が任じられ、塩野

井主水は上古語父に住む久屋氏の一族だったとの説があり、

工事の総監督的な役割を命じられていたようです。 

白沢用水の取水口は高平松ヶ久保で、総延長は約１５．５

㌔、真田氏、土岐氏など歴代の城主は、高平に対し労役を免

除するなどの特権を与え、この用水の維持管理、保                                                  

護に力を注いできました。 

平出の蚕影山宮 

ぐんま絹遺産に登録されてい      

            る平出の蚕影山宮は、安政７年      

            （１８６０）に越後の石工によっ

てつくられた石宮です。 

             お祭りは、４月におこなわれ各

家から品物を出してもらい、それ

を景品として福引がおこなわれ

ます。 

 

 
こ
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に
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。
安
倍
内
閣
は
、
取
得
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が
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基
で
２
千
億
円
近
く
に
な
る
、
陸
上
配
備
型
迎
撃
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ス
テ

ム
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イ
ー
ジ
ス
・
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シ
ョ
ア
」
を
北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
対
処
の
た
め
導
入
す
る
こ
と
を
閣
議
決
定
し

ま
し
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が
、
２
０
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４
年
度
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算
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ど
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計
で
２
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に
迫
る
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い
と
な
り
ま
す
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安
倍
内
閣
は
、「
わ
が
国
を
多
層
的
に
防
衛
し
得
る
能
力
の
向
上
を
図
る
」
と
し
て
い
ま
す
が
、
「
イ
ー

ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
」
を
加
え
て
も
、「
百
発
百
中
で
迎
撃
す
る
の
は
技
術
的
に
不
可
能
」
と
い
う
指
摘
が
防

衛
省
幹
部
か
ら
も
す
で
に
上
が
っ
て
い
ま
す
。（
朝
日
新
聞
１０
月
１３
日
付
） 

 

防
衛
省
は
、
１８
年
度
予
算
案
に
敵
基
地
攻
撃
が
可
能
な
巡
航
ミ
サ
イ
ル
の
導
入
費
を
要
求
し
、
今
後
の

「
ミ
サ
イ
ル
防
衛
」
強
化
と
あ
わ
せ
る
と
兆
単
位
の
費
用
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

北
朝
鮮
の
核
・
ミ
サ
イ
ル
開
発
は
決
し
て
許
せ
ま
せ
ん
が
、
国
民
生
活
圧
迫
の
大

軍
拡
を
中
止
し
、
外
交
的
手
段
で
問
題
解
決
を
す
す
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
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 町村議会会長から、平成３０年度終了が予定されてい

る、ぐんま緑の県民税の継続を市議会議長会として県に

継続の働きかけを求める要望が市議会議長会会長にあ

り、議会運営委員会で対応について協議されました。 

 大東議員は、ぐんま緑の県民税と同趣旨の森林環境税

（仮称）を国が創設することから、継続する必要はない

とのべ、他に２人の議員が継続は必要ないとの意見でし

たが、４人の議員が継続を求めたことから、沼田市議会

はぐんま緑の県民税継続を求めることになりました。 

 大東議員は一般質問で、国民健康保険の都道府県化にともなう加入者へ

の影響や国民健康保険税について質問しました。 

加入者への影響について市長は、「制度の移行によって、加入者に手続き

上の負担はないと考えている」と答え、国民健康保険税については、「保険

税率は市町村が決める。前期高齢者交付金などの清算処理等の影響が後年

度の納付金算定に影響するので、適正な運営に努めたい」と答えました。 

 大東議員は、県が公表した各市町村別の県への納付金の試算で沼田市は、

平成２８年度決算で１００％を超えていなかったことから、来年４月から

予定されている国保税の引き上げの中止を求めましたが市長は、「上げなけ

れば不足が生じる」と答え、引き上げを中止しない考えを表明しました。 

 １２月定例市議会は１８日、本会議を開き、議会開会日に民生福祉常任

委員会に付託された請願２件（「介護労働者の労働環境改善及び処遇改善の

実現」を求める意見書提出を求める請願、安全・安心の医療・介護の実現

と夜勤交代制労働の改善を求める意見書提出を求める請願）の委員長報告

と採決をおこない閉会しました。 

 １２月定例市議会に提案された一般会計補正予算は、１６億３９８４万

６千円で、市民体育館の改修工事の予算が１０億７２０万９千円、武道場

の建設のための基本設計と実施設計の予算４８７３万円、沼田南中、沼田

東中、白沢中の各武道場の耐震化事業の予算に１億６８万円が計上され、

一般会計などの補正予算は１２日の本会議で可決されました。 

 

 

 

 

 

 

 

あああ 

 「介護労働者の労働環境改善及び処遇改善の実現」を

求める意見書提出を求める請願と安全・安心の医療・介

護の実現と夜勤交代制労働の改善を求める意見書提出を

求める請願は、賃金水準の引き上げや介護職員の人員配

置を利用者２人に対し１に引き上げること、医師・看護

師・介護職員の夜勤勤務の労働環境の改善を求め、政府、

関係各省に意見書の提出を求めるものです。 

 委員会審議では、「請願趣旨は理解できるが、障がい者

施設などの職員の処遇改善も必要であり、全体の検討も

必要」との意見があり、請願２件は趣旨採択なったと本

会議で委員長報告がされ、趣旨採択となりました。 


